凡　　　　例
１　この年報は，昭和47年を第１号とする第35号の人口動態統計年報である。
    なお，これ以前については衛生統計年報に掲載されている。
２　本書の資料については，
 (1)　広島県分については，一部を除き厚生労働省の人口動態調査結果を基に，本県で集計した。
 (2)　全国，他都道府県については，厚生労働省大臣官房統計情報部「平成18年人口動態統計（確　　定数）の概況」によった。
３　資料の観察期間は，平成18年中（１月～12月）である。
４　地域は，住所地によって区分している。（届出地や事件発生地ではない。）
５　誘導値の算出方法，特殊な用語の定義については，「利用者のために」に掲載した。
６　基礎人口は，特に注記のない限り，住民基本台帳人口（平成18年3月31日現在）を用いた。
　なお，広島県(総数)，広島市（総数）及び全国・他都道府県の人口動態諸率算出に用いた人口は，平成18年10月1日現在推計人口（総務省統計局）である。
７　保健所管轄区域及び保健医療圏域は，平成18年12月現在のものを用いた。
８　統計表の符号は次のとおりである。
　　　　－       計数のない場合　 ・       統計項目のあり得ない場合
　　　  …       計数不明の場合　 0.0      単位の２分の１未満の場合
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
                                                      問い合わせ先                
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 eq \o\ad(広島県福祉保健部,　　　　　　　　　　　　)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 eq \o\ad(総務管理局福祉保健総務室,　　　　　　　　　　　　)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 eq \o\ad(企画調整グループ,　　　　　　　　　　　　)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 eq \o\ad(Tel.082-513-3029,　　　　　　　　　　　　)
